
 

新型コロナウイルス感染症予防接種を受ける方へ（定期接種） 
 

 

○期 間  １０月１日から翌年３月３１日まで 

○対象者  ①接種時に６５歳以上の方 

②接種時に６０歳以上６５歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器の機能及びヒト免疫不全ウイ 

ルスによる免疫機能障害における身体障害者手帳１級に相当する方 

 

 

1 予防接種を受ける前に  

 新型コロナウイルス感染症の予防接種について、気になることや分からないことがあれば、接種を

受ける前に担当の医師や看護師に相談しましょう。十分に納得できない場合には、接種を受けないで

ください。予診票は予防接種の可否を決める大切な情報です。正しい情報を記入してください。 

2 新型コロナワクチンの有効性 

  新型コロナワクチンについては、有効性や安全性が確認された上で薬事承認されており、さらに、

国内外で実施された研究などにより、新型コロナウイルス感染症にかかった場合の入院や死亡等の重

症化等を予防する重症化予防効果が認められたと報告されています。  

3 予防接種を受けることができない人  

①明らかに発熱のある人 

②重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな人  

③ワクチンの成分に対し、アナフィラキシーなどの重度の過敏症の既往歴のある人  

④その他、医師が不適当な状態と判断した人  

4 予防接種を受けるに際し、接種医師とよく相談しなくてはならない人  

①過去に免疫不全の診断を受けた人、近親者に先天性免疫不全症の方がいる人  

②心臓、腎臓、肝臓、血液疾患や発育障害などの基礎疾患のある人  

③過去に予防接種を受けて、接種後 2 日以内に発熱や全身性の発疹などのアレルギーが疑われる症状  

がでた人 

④過去にけいれんを起こしたことがある人 

⑤ワクチンの成分に対して、アレルギーが起こるおそれがある人  

⑥抗凝固療法を受けている人、血小板減少症または凝固障害のある方（接種後の出血に注意を要する）  

※ワクチン接種は体調のよいときに受けるのが基本ですので、特に基礎疾患のある方は、病状が悪化

していたり、全身が衰弱している場合は避けた方がよいと考えられます。ご心配な方は、主治医に相

談してください。 

5 予防接種後の一般的注意事項  

①予防接種を受けた後３０分間は、急な副反応が起こることがあります｡ 

②入浴は差し支えありませんが、注射した部位を強くこするようなことはやめましょう。 

③接種当日はいつも通りの生活をしてもかまいませんが、激しい運動や大量飲酒は避けましょう。 

※新型コロナワクチンの主な副反応として、接種後に注射した部分の痛み、疲労、頭痛、筋肉や関  

節の痛み、寒気、下痢、発熱等がみられることがあります。こうした症状の大部分は、接種後数日以

内に回復しています。       
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